
部品や材料に関するよくあるご相談
　「加工材料の仕入先が変わったので、従来品と同等であるかを確
認したい。」「部品の発注先を変更したいが、評価のポイントが分か
らない。」「海外から調達したが、JIS規格の○○材に相当するのか
確認したい。」というような相談をよくお受けします。コストダウン
を目的としたものが多いのですが、これまで実績のある部品や材
料を変更するには決断を要します。また、何をもって同等といえば
よいのかも大変悩ましいところです。
　このような場合、まず相談されることが多いのは成分分析です。
分析の結果、成分や組成が規格値内であることで十分とされる
ケースもありますが、果たしてそれだけで「同等」としても大丈夫
でしょうか。成分や組成が分かることで、その材料の特性はある程
度推定できます。しかし、金属材料、例えば鉄鋼材料では、同じ組
成であっても熱処理、加工方法や加工率、金属組織、不純物の分
散状態などで強度や特性が大きく変化します。構造部材であれば
強度や靱性（ねばさ）が要求されますし、金型や工具では耐摩耗性
や硬さ、ステンレス鋼では耐食性、プレス用材料では塑性加工性
など、その部品や材料が使用される用途によって要求される機能
が異なります。
　少し手間はかかりますが必要とされる機能をピックアップし、そ
れが従来品と同程度であることを直接的または間接的な試験方法
で評価しておけばより確実で安心です。今回は、各種材料や部品の
長期的耐久性を評価する装置を2機種ご紹介します。

万能材料試験機（電磁式疲労試験機）
　材料は、静的な破壊荷重で破断に至りますが、それより小さい負
荷でも繰り返し作用すると、小さな亀
裂が発生・進展し破断に至る場合があ
ります。このような繰り返し負荷に対す
る材料特性や、部品の耐久性評価を行
うのがこの装置です。特徴として、引張
-圧縮方向の荷重と、ねじり方向の荷重
を単独もしくは同時に負荷することが
できます。また、恒温槽を備えています
ので-30～200℃の温度環境下での
評価試験が可能です。樹脂素材やフィ
ルム、繊維織物などの評価にもご利用

いただいています。試験する試料の形状・サイズに応じて固定治具
が必要になりますので、ご利用の前には十分な打ち合わせを行い
ます。

耐候性評価システム
(キセノンランプ式・メタルハライドランプ式）
　屋外で使用されているプラスチックやゴム、塗膜など樹脂材料
は大気環境の影響で長期に渡り少しずつ劣化していき、変色や強
度低下などを起こします。その状況を評価するため実際にテストサ
ンプルを屋外に設置して行う大気暴露試験では、年単位の時間が
掛かってしまいスピードが求められる製品開発に間に合いません。
そこで、人工光を用いて大気環境より速いスピードで、材料の劣化
を促進し評価するための装置で、劣化因子のなかで紫外線、温度、
湿度、水分（雨）をコントロールし試験を行います。当センターでは、
次の２機種の装置を設置しています。
　キセノンランプ式は、ランプ光の分光分布が太陽光に近く、紫外
線の強さが３倍程度あり、1000時間程度で1年分の紫外線暴露に
相当します。ただし、実際には、材料の種類により紫外線の吸収波
長が異なることや、大気汚染物質やオゾンなど他の劣化因子の影
響があるため、何時間が大気暴露の何年に相当するか明確に判断
するのは困難です。キセノンランプ式試験は、JIS規格などに各種
材料の評価方法として多く採用されていますので、試験条件を決
める際には参考にされるとよいでしょう。
　メタルハライドランプ式は、300nm付近の紫外線強度が非常に
高く、キセノンランプ式の10倍ほどの放射照度があります。このた
め、各材料間の劣化の相対的な比較を短時間で行うことができま
す。しかし、まだ新しい方式で、規格化がされていませんので一定の
試験条件がなく、各種材料
に対しての基礎的な暴露
データも少ない状況です。
　促進暴露を行った後の
劣化の状態は、外観（色
差、光沢、クラック等）、強
度試験（引張、曲げ）、形状
変化、熱分析、表面分析
（FT-IR、XPS）などを行い
評価します。
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アンケートの概要
■対　象：平成30年1月15日～3月9日の間に「技術相談、依頼

試験、機器貸付」のいずれかを利用された方。
■回答数 ： 163件

主な調査結果
1 利用サービスと満足度
　利用サービスの約60％が機器貸付のみ、約30％が依頼試験の
みと回答されており、技術相談を含んだご利用は全体の約8％と非
常に少なくなっています（図1）。

　支援の満足度については手続きの迅速性が昨年度と同等、それ
以外の3項目（得られた成果、接客対応、支援のレベル）については
それぞれ1～2ポイント上昇し、全ての項目で90％以上の非常に高
い評価をいただきました（図2）。

2 他の支援機関の利用
　府外の公設試験研究機関を利用される方が89件（約44％）、京
都市産業技術研究所49件（約24％）、府外の民間機関31件（約
15.3％）、府内公設試22件（約11％）、府内民間機関10件（約

5％）となりました。

3 技術センターの情報提供について
　技術センターの主要情報媒体である情報誌、WEBページ、メー
ルマガジンについてお聞きしたところ、技術センターの主要な利用
者である現場の技術者の方にはWEBページが最も活用されてい
ることがわかりました（図3）。

①情報誌「クリエイティブ京都M&T」
　参考になった又は便利だった内容は、「自社に関連する技術情
報」13件(10％)、｢技術センター事業(研究会・セミナー等の紹介）」
12件(9％)、自社関連以外の技術情報｣・「技術センター事業(設備
紹介等)」各8件（6％)、「府内企業紹介」1件(1％)となりました。「情
報誌を知らない」が100件（76％)でしたがこれは企業単位への発
送を行っており、技術センターをご利用の現場スタッフは、情報誌
に触れる機会があまりない可能性が考えられます。

②WEBページ
　当センターWEBサイトを見たことがある方は112件（84％）。こ
のうち、主な利用ページとして、「各支援制度の案内」71件（53％）、
「保有機器等の紹介」68件（51％）の利用が突出して多く、「研究会・
セミナー等の紹介」24件(18％)、「研究事例の紹介等の技術情報」
19件(14％）と続きました。

③メールマガジン
　参考になった又は便利だった内容は、｢セミナー、講習会等の案
内」19件(15％)、｢関係機関からの案内」4件(3％)、「補助金・助成金
の情報」2件(2％)となりました。「メールマガジンを購読していな
い」は、108件（83％)でした。

4 その他のご意見・ご感想
　センター業務全般についてのご要望等をお聞きしたところ、「機
器の導入希望・機能充実」や「測定原理・分析結果等の解説」などの
要望がありました。

　アンケートにご協力いただいた皆様、ありがとうございました。ア
ンケート結果の詳細は、当センターのホームページに掲載します。

　技術センターでは、今後の事業展開や業務改善に役立てるため、ご利用いただいた方々を対象に、利用目的や満足度、ご意見・
ご感想等について伺う「利用者窓口アンケート」を実施しています。平成29年度の結果を、ダイジェストでお知らせします。

　技術センターでは、各種工業材料に関する機能評価（材料の強度・硬さ・耐久性、元素組成、内部欠陥等）や環境試験（耐候性試験
等）の技術相談を行っています。今回は、よくあるご相談内容と、各種材料や部品の長期的な特性を評価する装置をご紹介します。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp ●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

部品や材料を変えるとき、どのように判断していますか？
―基盤技術課 材料・機能評価担当から

業務・相談
事例紹介 平成29年度「利用者窓口アンケート」結果のお知らせ技術
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E10000LT
インストロン ジャパン カンパニイ リミテッド

丸棒用  φ3mm～18mm, 平板用  厚さ0～12.7mm
3点曲げ治具

引張／圧縮  ±10kN　　ねじり  ±100Nmロードセル容量
ストローク範囲

試験周波数

恒温槽温度範囲

固定治具

装置形式

引張／圧縮方向  ±30mm　　ねじり方向  ±135°

～30Hz（max）  ※ストロークにより変わります。

-30～200℃

XER-W75
岩崎電気株式会社

SUV-W161
岩崎電気株式会社

48～180W/m²

45～95℃

30～80％RH

54片（70mm×150mm）

1500W/m²

50～85℃

40～70％RH

190mm×422mm

キセノンランプ式 メタルハライドランプ式

最大放射照度
照射時温度

照射時湿度
試料サイズ
有効照射面積

装置形式

図1　ご利用いただいた支援内容

図2　ご利用の満足度

図3　利用している情報媒体

万能材料試験機
耐候性評価システム
キセノンランプ式（右）、メタルハライドランプ式（左）

相談＋依頼試験,
2.5％

依頼試験＋機器貸付,
1.8％

相談＋依頼＋貸付,
1.8％

相談＋機器貸付,
1.8％技術相談,

1.8％

機器貸付,
61.3％

依頼試験,
28.8％

メールマガジン 22

31

0 20 40 60 80 100 120 件

112112

情報誌

WEBページ

支援レベル 手続き

成果
100％

92.1％92.1％

90％90％

80％80％
94.4％94.4％ 94.7％94.7％

95.3％95.3％

接客対応

H29
H28


